
編

集

後

記

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
第

人
号

を
お
届
け
し
ま
す

。
本
号

に
は
、
吉
野
先
生
、
丸
山
先
生
、
河
野
先

生
に
論
文

を
、
今
春

ご
着
任

の

生
井
先
生
に
新
資
料
紹
介
、
吉
海
先
生
に
新

出
資
料

の
翻
刻

と
解
題
を
御

執
筆

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
書
評
と
し
て
、
学
外

か
ら
関
根
賢

司
先

生
、
錦
仁
先
生
に
御
執
筆

い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼

申
し
上
げ

ま
す

。
さ

ら
に
、
卒
業
生
会
員
に
よ
る
数
編

の
投

稿
論
文

の
中
か
ら
、
編
集
会
議
を

経
て
、
神
戸
大
学
大
学
院
生
で
あ
る
廣
坂

直
子
さ
ん

の
論
文
を
掲
載
す

る

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
古
典

・
近

現
代

の
文
学

・
語
学

、

日
本
語
教
育
と
、
全
て

の
分
野
に
わ
た
る
、
本
学
会

の
持

ち
味

の
出

た
も

の
と
な

っ
て

い
る
か
と
思

い
ま
す
。

昨
年

の
学
会
設
立
十
周
年
を
経

て
、
学
会

と
し
て

の
益

々

の
充
実

に
向

け

て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す

べ
き
時

、
会

員

の
皆
様

の
さ
ら
な
る
御
支

援
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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